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沖
縄
は
現
在
、
台
湾
に
近
い
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
―
―
そ
の
現
状
を
緒

方
修
（
元
文
化
放
送
／
沖
縄
大
学
客
員
教
授
・
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研

究
所
琉
球
・
沖
縄
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
氏
に
、
講
演
を
元
に
、
レ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
っ
た
。
メ
ジ
ャ
ー
新
聞
や
雑
誌
が
報
道
し
な
い
重
大
事

実
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

ま
ず
、
沖
縄
に
つ
い
て
で
す
が
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
は
、
も
う

七
六
年
続
い
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
幹
部
に
よ
る
と
「
沖
縄
は
米
軍

に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
戦
略
的
に
ベ
ス
ト
の
場
所
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
中
国
大
陸
、
ま
た
朝
鮮
半
島
、

東
南
ア
ジ
ア
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
対
し
て
、
扇
の
要
の
位
置
に
あ
り
、

こ
こ
か
ら
全
て
睨
み
が
き
き
、
ま
た
攻
撃
可
能
と
い
う
地
理
的
好
位

置
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
近
東
へ
の
派
兵
も
こ
こ
か
ら
な
ら
容
易
に

な
り
ま
す
。

　

左
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、沖
縄
島
の
最
北
端
辺
戸
岬
に
あ
る
「
祖
国
復
帰
闘
争
碑
」

で
す
。
五
〇
年
前
は
、
島
の
北
は
日
本
で
、
こ
ち
ら
側
は
米
軍
の
占

領
地
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
写
真
を
よ
く
見
て
み
る
と
飛
行
機
が
あ

ん
な
に
低
く
飛
ん
で
い
る
。
何
で
こ
ん
な
に
低
空
飛
行
を
し
て
い
る

の
か
―
―
沖
縄
の
人
は
ピ
ン
と
く
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
何
か
の
前
兆

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
疑
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
な
ん
か
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は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
何
か
あ
る
な
と
地
元
の
人
は
す
ぐ

に
感
じ
る
わ
け
で
す
。
で
は
、
こ
の
低

空
飛
行
で
、
何
を
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

僕
は
那
覇
に
住
ん
で
い
て
、
た
ま
た
ま

去
年
三
回
も
大
動
脈
瘤
の
手
術
で
琉
球

大
学
付
属
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。

琉
球
大
学
病
院
は
、
高
台
に
あ
る
の
で
、

オ
ス
プ
レ
イ
が
ほ
と
ん
ど
窓
の
真
横
を

飛
ん
で
い
ま
す
。
低
空
飛
行
が
目
に
つ

く
の
で
、何
か
訓
練
を
し
て
い
る
ら
し
い
と
察
し
が
つ
く
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
、
沖
縄
は
前
線
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
沖
縄
島
の
最
北
端
辺
戸
岬
か
ら

二
二
キ
ロ
の
所
に
与よ

ろ
ん
と
う

論
島
が
す
ぐ
に
見

え
ま
す
、
そ
の
北
に
は
奄あ

ま
み
お
お
し
ま

美
大
島
が
あ

り
ま
す
。
沖
縄
島
と
与
論
島
の
間
の
北

緯
二
七
度
線
に
沖
縄
返
還
前
の
国
境
が

あ
っ
た
の
で
す
（
下
図
参
照
）。

　

沖
縄
の
返
還
は
一
九
七
二
年
で
す

が
、
奄
美
大
島
は
一
九
五
三
年
に
す
で

に
返
還
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
講
和
条
約
を
締
結
し
た
時
で

す
。
な
ぜ
先
に
奄
美
大
島
が
返
還
さ
れ
た
の
か
―
―
そ
れ
は
、
基
地

と
し
て
使
え
な
い
か
ら
で
す
。
奄
美
大
島
は
山
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

飛
行
場
は
造
れ
な
い
。
沖
縄
は
平
地
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
飛
行
場

を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
設
備
が
造
れ
る
と
い
う
、
地
形
的
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
米
軍
は
、沖
縄
を
ず
ー
っ
と
占
領
し
、

七
三
年
の
返
還
後
も
、
基
地
は
そ
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
に
機
能
さ
せ
て

い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
は
何
よ
り
も
東
ア
ジ
ア
の
戦
略
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
位
置

に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

■
沖
縄
の
新
聞
記
事
に
見
る
沖
縄
の
現
状

　

沖
縄
の
新
聞
に
は
、
本
土
の
主
要
新
聞
に
は
載
っ
て
い
な
い
よ
う

な
、
し
か
し
重
要
な
記
事
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。
琉
球
新
報

一
面
に
は
、
例
え
ば
「
民
間
港
で
自
衛
隊
訓
練
」、「
民
間
の
港
を
み

ん
な
貸
し
出
す
」、「
普
天
間
で
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る

吊
り
下
げ
訓
練
」
な
ど
の
記
事
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　

オ
ス
プ
レ
イ
と
い
う
飛
行
機
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
飛
行
機
の
中
間
み
た
い
な
輸
送
機
で
、
プ
ロ
ペ
ラ

部
分
を
上
下
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
垂
直

に
離
着
陸
で
き
ま
す
。
し
か
も
機
体
は
大
き
い
の
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
り
も
大
量
の
輸
送
が
で
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
離
島
作
戦
や
兵
員
輸
送
作
戦
な
ど
、
一

度
に
多
く
の
兵
を
運
ん
で
戦
場
へ
下
ろ
す
の
に
は
非

常
に
便
利
な
輸
送
機
で
す
。「
吊
り
下
げ
訓
練
」
と
い
う
の
は
、
前

線
の
戦
闘
地
域
に
兵
を
下
ろ
す
訓
練
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
オ
ス
プ

レ
イ
は
プ
ロ
ペ
ラ
が
二
つ
し
か
な
く
、
そ
れ
を
立
て
る
た
め
で
し
ょ

う
か
、
安
定
性
が
な
く
、
た
び
た
び
落
ち
る
。
未
亡
人
が
た
く
さ
ん

出
る
の
で
、「
未
亡
人
製
造
機
」
な
ん
て
揶
揄
さ
れ
る
、
欠
陥
飛
行

機
で
す
。
そ
う
い
う
の
が
、
一
〇
〇
機
く
ら
い
来
ま
す
。
今
も
二
〇

機
く
ら
い
が
沖
縄
の
空
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は「
宮
古
島
に
弾
薬
」と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。「
弾

薬
」
と
は
、
何
の
弾
薬
で
し
ょ
う
か
？
―
―
ミ
サ
イ
ル
で
す
。

　

最
近
は
特
に
こ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
宮
古
島
を
は
じ
め
、
南
西
諸

島
に
続
々
と
造
ら
れ
、
ミ
サ
イ
ル
が
着
々
と
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
民
は
も
と
よ
り
、
日
本
国
民
が
知
ら
な
い
間
に
、
ミ
サ
イ
ル

基
地
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
沖
縄
諸
島
、
南
西
諸
島
は
、
ミ
サ

イ
ル
基
地
帯
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

■
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化 

　

現
代
の
戦
争
は
ミ
サ
イ
ル
が
主
力
で
す
。
ミ
サ
イ
ル
で
全
て
カ
タ

が
つ
い
て
し
ま
う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ミ
サ
イ
ル
は
内
部
の
酸
素
を
使
っ
て
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
構
造
で
、
ス

ピ
ー
ド
が
違
い
ま
す
。
最
新
鋭
の
戦
闘
機
で
も
音
速
（340.5

ｍ/

秒
〈
摂
氏
15
度
〉）
の
二
倍
〜
三
倍
で
、
マ
ッ
ハ
２
〜
３
、
時
速

二
五
〇
〇
㎞
か
ら
三
五
〇
〇
㎞
の
速
さ
で
す
。
一
時
間
で
日
本
列
島

を
往
復
で
き
ま
す
。
し
か
し
ミ
サ
イ
ル
は
こ
の
二
倍
以
上
の
速
さ
で
、

時
速
六
一
二
〇
㎞
、
マ
ッ
ハ
５
で
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
か
ら
東
京
ま
で
が
約
一
一
〇
〇
㎞
、
そ
こ
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

す
る
と
、
約
一
一
分
で
東
京
に
届
き
ま
す
。
北
朝
鮮
か
ら
は
一
〇
分

で
す
。
ち
な
み
に
、
沖
縄
の
那
覇
か
ら
東
京
ま
で
は
一
三
〇
〇
㎞
で
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
方
が
近
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

オスプレイ
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沖
縄
と
、
南
西
諸
島
の
位
置
関
係
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

左
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
南
西
諸
島
の
各
島
の
位
置
で
す
が
、

鹿
児
島
の
す
ぐ
南
に
、
種
子
島
と
屋
久
島
が
あ
り
、
そ
の
そ
ば
に
馬ま

毛げ
し
ま島

と
い
う
無
人
島
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
島
は
国
が
、
一
六
〇
億
円

で
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
第
一
の
島
群
で
、
そ
こ
か
ら
少
し
南
へ

離
れ
て
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖お

き
の
え
ら
ぶ

永
良
部
島
と
続
き
、
沖
縄
本
島
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
第
二
の
島
群
で
す
。
そ
こ
か
ら
ま
た
少
し
離
れ

て
、
第
三
の
島
群
が
あ
り
、
宮
古
島
、
石
垣
島
、
与よ

な
ぐ
に

那
国
島
、
西
い
り
お
も
て表

島
と
い
う
、
台
湾
に
近
い
諸
島
が
並
ん
で
い
ま
す
。
与
那
国
島
は
台

湾
の
す
ぐ
近
く
で
、
一
〇
八
㎞
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
鹿
児
島
か
ら
与

那
国
島
ま
で
約
一
三
〇
〇
㎞
で
、
こ
れ
は
日
本
列
島
が
ス
ッ
ポ
リ
入

る
距
離
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
与
那
国
島
の
す

ぐ
北
に
、
問
題
の
尖
閣
諸
島
が
あ

り
ま
す
。
元
々
の
日
本
の
領
土
に

対
し
、
石
油
資
源
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
か
ら
中
国
が
領
有
を
主

張
し
て
き
た
、
問
題
海
域
で
す
。

尖
閣
諸
島
は
台
湾
か
ら
も
、
与
那

国
島
か
ら
も
、
石
垣
島
か
ら
も
、

ほ
ぼ
等
距
離
で
、
一
七
〇
㎞
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
本
島
か

ら
も
、
四
一
〇
㎞
で
す
。
ま
た

中
国
本
土
と
も
約
三
三
〇
㎞
し

か
離
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
海
域
、
南
西
諸
島
地
域

に
、
今
、
日
本
の
防
衛
省
が
大

規
模
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
配
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

「
南
西
シ
フ
ト
」
と
呼
び
、
与
那
国
島
約
二
〇
〇
人
、
石

垣
島
約
六
〇
〇
人
、
宮
古
島
八
〇
〇
人
、
沖
縄
本
島
約

八
〇
〇
〇
人
、
奄
美
大
島
約
六
〇
〇
人
、
種
子
島
と
馬
毛

島
を
合
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
人
以
上
と
、
当
面
の
規
模
で
も

合
計
一
万
人
以
上
の
大
部
隊
が
、
配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 馬毛島→ 〕

〕
〕

建設中の奄美大島・瀬戸内町節子地区
弾薬庫（完成は 2024 年 12 月／情報
公開文書）左上にヘリパッド予定

宮古島保良 弾薬庫建設地 ドローンに
よる空撮

奄美大島 2020 年 1 月 24 日、奄美駐屯地からの初めての行軍訓練

水陸機動団配備の水陸両用車

12 式対艦誘導弾
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■
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
略
下
に

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
、
南
西
諸
島
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
大
規
模
に

配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
―
―
近
年
の
そ
の
軍
事
配
備
の
大

変
化
の
背
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
大
き
な
戦
略
変
化
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
に
は
「
オ
フ
シ
ョ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ

る
戦
略
が
あ
り
、
大
陸
沿
岸
部
に
沿
っ
た
包
囲
封
鎖
網
を
作
る
、
封

じ
込
め
作
戦
で
す
。
こ
れ
は
、
中
国
が
太
平
洋
に
進
出
す
る
際
に
通

過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
列
島
線
と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
ン
を
想
定

し
、
そ
れ
を
封
鎖
し
て
、
そ
の
内
側
に
中
国
を
閉
じ
込
め
て
し
ま
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
北
朝
鮮
に
も
、
ロ
シ
ア
に
も
当
て
は

ま
り
ま
す
。（
上
図
参
照
）

　

こ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
は

有
事
の
際
、
中
国
・
北
朝
鮮
の
世

界
と
の
貿
易
の
ほ
と
ん
ど
を
遮

断
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
の

潜
水
艦
に
よ
る
自
国
へ
の
核
攻

撃
を
心
配
す
る
こ
と
が
な
く
な

り
、
戦
略
的
に
優
位
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
国
防
戦
略
の

基
本
は
、
外
敵
は
自
国
に
寄
せ
付

け
ず
、
で
き
る
限
り
遠
く
の
海
上

で
、
あ
る
い
は
敵
地
領
域
に
お
い

て
撃
破
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

実
際
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
〇
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
沿
岸
戦
闘

艦
を
配
備
、
二
〇
一
六
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
米
軍
拠
点
を
復
活
さ

せ
ま
し
た
。
沖
縄
及
び
南
西
諸
島
の
島
々
を
防
波
堤
の
よ
う
に
し
て
、

中
国
を
封
じ
込
め
る
南
西
シ
フ
ト
も
こ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
は
、
決
し
て
沖
縄
と
南
西
諸
島
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
広
範
な
地
域
を
対
象
に
し
た
戦
略
で
、
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
の
下
か
ら
千
島
列
島
、
北
海
道
、
本
州
、
九
州
と
、
日
本
列

島
も
そ
の
長
大
な
大
陸
包
囲
防
衛
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
た
、
五
千

キ
ロ
に
及
ぶ
大
規
模
な
包
囲
帯
な
の
で
す
。
現
在
は
そ
れ
に
大
規
模

ミ
サ
イ
ル
網
が
加
重
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
変
化
に
は
、
北
朝
鮮
の
核
武
装
化
が
進
み
、
危
険
を
孕
ん
で

き
て
い
る
こ
と
、
中
国
の
国
力
の
増
大
と
と
も
に
、
軍
備
が
拡
張
さ

れ
、
空
母
を
建
艦
し
た
り
、
ミ
サ
イ
ル
を
増
強
し
た
り
、
北
西
の
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
に
五
〇
〇
基
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
建
設

さ
れ
る
な
ど
、
軍
強
大
化
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
対
応
が

中
心
で
す
が
、
さ
ら
に
大
き
な
要
因
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
八
月
二

日
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
が
破
棄
さ
れ
た
国
際
情
勢
が

あ
り
ま
す
。
全
廃
の
対
象
に
な
っ
た
中
距
離
弾
道
弾
と
は
、
射
程

五
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
㎞
の
も
の
で
、
ソ
連
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
に
Ｓ

Ｓ
20
を
配
備
し
、
ア
メ
リ
カ
は
パ
ー
シ
ン
グ
II
と
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を

配
備
し
て
い
た
も
の
を
互
い
に
全
廃
す
る
と
い
う
条
約
で
し
た
。
し

か
し
こ
の
条
約
を
ア
メ
リ
カ
が
破
棄
し
、
新
た
な
冷
戦
構
造
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
各
国
が
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
増

強
し
、
特
に
イ
ラ
ン
や
中
国
、
北
朝
鮮
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
の
核
後
発
国
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
が
増
え
て
い
る

の
が
現
在
の
世
界
の
核
情
勢
で
す
。

　

■
南
西
諸
島
地
域
は
最
前
線

　

日
本
の
自
衛
隊
は
、
こ
の
諸
島
地
域
に
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の
対

中
国
の
最
前
線
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
建
設
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
一
、二
年
、
本
格
的
に
そ
の
作
業
が
進
ん
で
、
軍
事
演
習
も
頻

繁
化
し
て
い
ま
す
。
宮
古
島
、
石
垣
島
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
万
人
以
上

が
住
ん
で
い
る
沖
縄
の
離
島
の
中
で
は
一
番
大
き
な
島
で
す
。
こ
こ

に
、
自
衛
隊
が
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
造
っ
て
い
ま
す
。
島
に
よ
っ
て
は

自
衛
隊
の
兵
員
が
急
激
に
増
え
、
そ
の
兵
に
よ
っ
て
男
性
の
島
民
が

増
加
し
て
い
る
、
住
民
の
偏
り
ま
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
つ
い
て
。
ま
ず
、石
垣
島
に
は
、

大
体
五
〇
〇
～
六
〇
〇
人
自
衛
隊
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
南
西
諸
島
全

体
で
は
約
一
万
人
が
配
置
さ
れ
、
二
月
ご
ろ
に
は
早
速
二
万
人
規
模

で
演
習
が
始
ま
る
と
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
演
習
か
と
い

う
と
、
三
〇
〇
〇
人
規
模
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
が
飛
行
機
か
ら
降

り
て
き
て
島
を
奪
還
す
る
戦
い
で
す
。

　

石
垣
島
の
工
事
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
、
こ
れ
を
止
め
る
こ
と
は
ど

う
に
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
石
垣
市
長
は
、「
尖
閣
が
や
ら
れ
た
ら

ど
う
す
る
ん
だ
」
と
そ
れ
ば
か
り
言
っ
て
い
ま
す
。
本
気
で
、
中
国

Intermediate-Range Nuclear Forces Treaty
　アメリカ合衆国とソビエト連邦との間に結ば
れた軍縮条約の一つで、中距離核戦力として定
義された核弾頭搭載の中射程弾道ミサイル（射
程 500km から 5,500km のもの）と巡航ミサ
イルを全て廃棄することを取り決めたもの。
　これは 1970 年代後半にソ連が多核弾頭新鋭
ミサイル SS20（射程 5,000 ㎞で全ヨーロッパ
を範囲内に収める）を配備して脅威を与えたこ
とに対抗して、アメリカがパーシング II 中距離
ミサイルと巡航ミサイルを NATO 諸国に配備
して緊張が高まったことを受け、アメリカのレ
ーガン大統領とソ連のゴルバチョフ首相によっ
て締結された（ただしこれには、海と空から発
射されるものは含まれていない）。
　条約はロシアに引き継がれたが、強権を復活
させるプーチン政権は、巡航ミサイルの開発に
力を注ぐようになり、アメリカから条約違反を
指弾された。また、この条約はロシアとアメリ
カ二国間のみの条約であるため、核大国となっ
て軍備を増強する中国や、インド、北朝鮮、イ
ラン、イスラエルなど他の保有国との間の拘束
力を持たないものだった。
　21 世紀になり、中国は中央アジアのウィグ
ル自治区に 500 基規模の弾道ミサイルの大基
地を建設、さらに核弾頭を米ソと並ぶまで増産
する計画を進めており、また北朝鮮も核保有に
加えて頻繁にミサイル実験を行うなどの状況か
ら、アジアの核保有国との間をも含めた新たな
広い条約が必要となっており、中国に対して核
軍縮に加わるよう提案したが、中国は無視、ロ
シアのプーチン大統領も巡航ミサイル開発を止
めなかったことから、アメリカは 2019 年強硬
路線のトランプ大統領によって、INF 条約を廃
棄した。またトランプは特に、台頭する中国と
北朝鮮の核を警戒し、中距離核ミサイルを大陸
に沿った列島に長大に配備して、中国を中距離
核ミサイルで包囲する戦略をとった。この日本
も含む列島ミサイル帯に射程の長いミサイルを
配備すれば、中国本土全体が収められる。

INF 中距離核戦力全廃条約
沖縄／南西諸島
急激に進むミサイル基地化　
　　　　　　　　　　　

DOCUMENT
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が
や
っ
て
く
る
心
配
を
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
中
国
が
本
当
に
や
っ

て
来
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
尖
閣
諸
島
を
占
領
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

尖
閣
諸
島
は
、
鄧
小
平
の
時
も
、「
領
土
問
題
は
、
一
〇
〇
年
ぐ

ら
い
棚
上
げ
し
て
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

　

中
国
も
、
こ
の
海
域
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
石
油
に
触
手
が
動
い
て

い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
他
に
目
的
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま

た
日
本
の
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
も
、
そ
の
背
後
に
は
隠
さ

れ
た
大
き
な
目
的
が
あ
り
そ
う
で
す
。
我
々
は
も
っ
と
そ
れ
に
目
を

向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
は
中
国
の
脅
威
が
よ
く
噂
さ
れ
て
い
ま
す
。で
す
が
、

逆
に
南
西
諸
島
に
基
地
を
置
い
た
場
合
の
リ
ス
ク
は
、
あ
ま
り
伝
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
基
地
を
置
く
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

あ
る
国
の
脅
威
に
備
え
て
軍
備
を
増
強
す
る
と
、
そ
の
国
も
対
抗

し
て
軍
備
を
増
強
し
、
軍
拡
競
争
と
な
り
か
え
っ
て
安
全
保
障
上
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
、「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」と
言
い
ま
す
。

偶
発
的
な
衝
突
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば
、
核
戦
争
に
ま
で
至
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
化
は
、
こ
の
エ
ス
カ
レ

ー
ト
の
危
険
を
孕
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

■
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
要
塞
化

　

米
軍
と
自
衛
隊
は
中
国
軍
の
海
洋
進
出
を
阻
止
す
る
南
西
諸
島

（
奄
美
～
琉
球
列
島
）
の
ミ
サ
イ
ル
要
塞
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

以
下
は
軍
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
小
西
誠
氏
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
自
衛
隊
は
奄
美
大
島
、
宮
古
島
に
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配

置
し
、
宮
古
島
に
弾
薬
庫
を
建
設
。
石
垣
島
に
も
ミ
サ
イ
ル
基
地
を

急
ピ
ッ
チ
で
建
築
中
で
す
。
監
視
部
隊
を
配
置
す
る
与
那
国
島
、
沖

縄
本
島
に
も
ミ
サ
イ
ル
部
隊
配
備
計
画
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
米
軍
に
よ
る
南
西
諸
島
へ
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
計
画

も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
西
諸
島
が
米
軍
・
自
衛
隊
が
一
体
と
な
っ
た
ミ
サ
イ
ル
戦
争
の

最
前
線
と
化
し
、
沖
縄
県
民
、
奄
美
の
住
民
が
戦
争
の
犠
牲
と
な
る

写真・イラスト／軍事ジャーナリスト・小西誠氏提供

　トランプ政権において中距離核戦力
（ＩＮＦ）全廃条約の廃棄が決定された

が、重要なのは、同時に日米中露のミサ
イル軍拡競争が直ちに始まったというこ
とだ。数年後には、在日米軍による沖縄
等への中距離弾道ミサイル配備（非核戦
力）も計画化されている。そして、米海
兵隊、米陸軍の南西シフト態勢下の「島
嶼戦争」においての地対艦ミサイル、地
対空ミサイル部隊の配備も進行中。つま
り、南西諸島・琉球弧への凄まじいミサ
イル配備計画が進行しており、このミサ
イル配備が、中国、米国を含むミサイル
軍拡競争へと発展しつつあるのが現状で
ある。

（軍事ジャーナリスト小西誠氏「ミサイル
戦争の要塞化が進む南西諸島」より）

米軍・中距離ミサイル配備計画

　政府が年末に改定する国家安全保障戦略な
ど安保３文書の骨子案が 2022 年 12 月 9 日、
明らかになった。敵の射程圏外から攻撃でき
るスタンド・オフ防衛能力に５兆円を計上す
るとした上で、米国製巡航ミサイル「トマホ
ーク」を念頭に、「外国製スタンド・オフ・
ミサイルの着実な導入」も明記した。
　５兆円は 2023 年度から５年間の経費。ま
た、スタンド・オフ・ミサイルについては「地
上発射型・潜水艦発射型を含め、ミサイルの
運用可能な能力を強化」するとした。　
　防衛力の抜本強化に向けて重視する能力を
分類。スタンド・オフ防衛能力▽統合防空ミ
サイル防衛能力▽無人アセット防衛能力▽領
域横断作戦能力▽指揮統制・情報関連機能▽
機動展開能力・国民保護▽持続性・強靱（き
ょうじん）性――の七つとした。
　サイバー分野では「重要なシステムを中心
に常時継続的にリスク管理を実施する体制」
を取るとし、「能動的サイバー防御」（アクテ
ィブ・サイバー・ディフェンス）の導入を打
ち出した。
　敵のミサイル基地をたたく「反撃能力」（敵
基地攻撃能力）保有も明記。「相手の領域に
おいて、わが国が有効な反撃を加えることを
可能とする、スタンド・オフ防衛能力等を活
用した自衛隊の能力」と定義した。（時事）

スタンド・オフ防衛能力に５兆円
外国製ミサイル購入も明記―安保文書骨子案

　現代戦において長射程のミサイル、巡航ミ
サイルなどが敵の対空火器・ミサイルの射程
外から攻撃できる能力。ことばとしては攻撃
者が敵の射程の「外に立つ」という意味で「ス
タンドオフ (standoff) 能力」。　アウトレン
ジ（範囲の外）の原理。

スタンド・オフ攻撃能力

自衛隊水陸機動団の米海兵隊との共同演習
（前身の西部方面普通科連隊とは 2006 年から演習）

ナーバルストライク・ミサイル

沖縄／南西諸島　急激に進むミサイル基地化
　　　　　　　　　　　　　――本土も組み込まれる列島ミサイル・ライン DOCUMENT
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危
機
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
■
与
那
国
島

　

台
湾
か
ら
一
〇
八
㎞
と
一
番
近
い
与
那
国
島
の
事

情
で
す
。
与
那
国
島
の
二
〇
二
一
年
十
月
の
世
帯
数

は
、
九
三
六
世
帯
で
、
人
口
は
男
が
九
〇
〇
人
、
女
が

七
六
九
人
で
、
一
三
〇
人
く
ら
い
男
性
が
多
い
。
普
通

島
の
人
口
は
女
性
の
方
が
多
い
ん
で
す
が
、
こ
れ
は

一
六
〇
人
ほ
ど
自
衛
隊
員
が
来
て
か
ら
そ
う
い
う
人
口

構
成
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
員
成
人
で
す
か
ら
、

例
え
ば
町
長
選
挙
で
賛
成
と
反
対
を
問
う
た
ら
、
自
衛

隊
員
は
全
員
賛
成
。
島
の
政
治
に
影
響
が
出
る
わ
け
で

す
。
島
民
わ
ず
か
一
六
六
九
人
の
う
ち
の
一
割
が
自
衛

隊
員
、
プ
ラ
ス
家
族
と
い
う
こ
と
で
、
自
衛
隊
賛
成
派

の
意
見
が
通
り
ま
す
。

　

与
那
国
島
に
は
演
習
部
隊
が
七
〇
人
い
て
、
丘
の

上
に
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
、
見
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
貯
蔵
庫
」

と
地
元
で
は
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
弾
薬
庫
、
火
薬
庫
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
引
火
し
た
ら
大
ご
と
に
な
り
ま
す
。

　

南
西
シ
フ
ト
態
勢
の
中
で
、
い
ち
早
く
自
衛
隊
部
隊
が
配
備
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
日
本
の
最
西
端
・
与
那
国
島
で
す
。
台
湾
ま
で
き
わ

め
て
近
い
与
那
国
島
は
、
台
湾
と
の
間
の
海
峡
を
頻
繁
に
中
国
の
軍

民
艦
船
が
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
与
那
国
島
の
山
頂
に
五
基
、

異
様
に
そ
び
え
る
の
が
、
陸
上
自
衛
隊
沿
岸
監
視
隊
一
六
〇
人
の
沿

岸
監
視
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
で
す
。
駐
屯
地
東
側
の
一
段
と
高
い
場
所

に
対
空
レ
ー
ダ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

沿
岸
監
視
隊
に
は
「
兵
站
施
設
」（
巨
大
弾
薬
庫
）、
情
報
保
全
隊

（
旧
調
査
隊
）、
警
務
隊
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
自
・
移
動
警
戒

隊
も
昨
年
配
備
完
了
、警
務
隊
も
二
〇
一
六
年
配
備
完
了
。
将
来
は
、

地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
・
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
な
ど
も
配
備
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
（
与
那
国
島
の
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
は
新
「
防
衛
力

整
備
計
画
」
で
配
備
決
定
）。
米
政
府
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
戦
略
予

算
評
価
セ
ン
タ
ー
の
「
海
洋
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
戦
略
」
南
西
諸
島
配
置

図
に
は
、与
那
国
島
の
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

■
石
垣
島

　

石
垣
島
に
は
、
陸
自
対
艦
・
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
、
警
備
部
隊

六
〇
〇
人
が
配
備
さ
れ
、
今
年
三
月
一
八
日
に
は
ミ
サ
イ
ル
を
含
む

弾
薬
が
搬
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

石
垣
島
で
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
か
ら
基
地
建
設
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
予
定
地
は
豊
か
な
農
村
地
帯
で
於
茂

　2018 年新防衛大綱・新中期防では、「島嶼
防衛用高速滑空弾部隊・２個高速滑空弾大隊」
の新設を明記している。高速滑空弾（ミサイル）
とは、現在、日米中露が激しい開発競争をして
いる新型のミサイルであり、迎撃不可能である
とされる。防衛省・自衛隊は、超高速滑空弾の
開発を決定し、いずれも宮古島などの南西諸島
へ配備する予定だ。
　超高速滑空弾はロケットによって打ち上げら
れたのちに滑空体が切り離され、弾道飛行を経
て滑空飛行に移り、終末航程では急降下（ダイ
ブ）によって目標に突入する [6]。滑空体のみ
で飛翔させることでレーダー反射断面積（RCS）
を極小化させられるほか、特に滑空飛行の段階
では、GPS など衛星測位システム（GNSS）の
誘導を受けて複雑な軌道で飛行することも可能
であり、高速度と相まって、従来のミサイルよ
りも迎撃が困難とされる。
　令和 8 年（2026 年）度から射程数百キロの
ブロック 1 の配備を開始し、2030 年代から射
程 2,000 キロから 3,000 キロで極超音速飛行
が可能なブロック 2B の配備を開始する予定。
　南西シフト態勢下では、このほか、巡航ミサ
イルの開発配備、スタンドオフ・ミサイルの配
備決定（2017 年）など、恐るべきミサイル戦
争態勢づくりが進行している。

（軍事ジャーナリスト小西誠氏「ミサイル戦争
の要塞化が進む南西諸島」より）

自衛隊・超高速滑空弾配備

防衛省自衛隊ホームページより

島の中心にあるインビ岳のレーダー群。
情報は約 6 キロ離れた駐屯地まで地底
の埋設ケーブルで送られる。周辺は森が
深く天然記念物や絶滅危惧種を始め 100
種以上の希少種や固有種が生息している

与那国駐屯地全景　横に長いのは主に独身の隊員用の隊
舎、手前右から整備場、受電所、局舎、その奥に訓練施設。
陸自 160 名空自 50 名の構成だが、米軍との共同使用増派
部隊の受け入れも視野に入れて、今後どのような基地機能
の強化が行われるかは不明

沿岸監視レーダーなど　久部良集落を見
下ろす高台には陸自の沿岸監視レーダー
のほか空自の移動警戒隊も展開してい
る。180 ｍ先には民家が密集、レーダー
が出す電磁波や、基地が攻撃対象になる
危険性を住民は訴えてきたが省みられる
ことはなかった

貯蔵庫、実は弾薬庫　一際大きく目を引
くのがこの「弾薬庫」。防衛省は一貫して

「貯蔵庫」と町や住民に説明し続けてきた。
住民投票から一年後、駐屯地が新設され
たが、どんな弾薬を保管するかなどの議
論が起きていれば住民投票の結果も変わ
っていたかもしれないきた
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登
岳
か
ら
湧
く
水
源
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物

カ
ン
ム
リ
ワ
シ
を
始
め
、
島
の
希
少
動
物
た
ち
の
生
息
地
で
も
あ
る

こ
の
土
地
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
造
る
と
い
う
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
計

画
に
、
市
内
の
住
民
・
市
民
は
も
と
よ
り
、
島
の
青
年
た
ち
も
起

ち
上
が
り
、
激
し
い
反
対
運
動
が
、
広
が
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

平ひ
ら
え
お
お
ま
た

得
大
俣
の
農
村
青
年
た
ち
を
中
心
に
、
運
動
は
基
地
建
設
の
是
非

を
問
う
、
住
民
投
票
を
求
め
る
戦
い
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

住
民
署
名
は
、
わ
ず
か
一
カ
月
の
間
に
石
垣
市
民
の
有
権
者
の
４
割

を
超
え
る
約
一
万
四
八
四
四
筆
に
結
実
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

保
守
派
石
垣
市
長
ら
は
「
市
条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票
実
施
」
を
拒

否
す
る
横
暴
に
出
、全
国
的
に
優
れ
た
石
垣
市
の
「
自
治
基
本
条
例
」

を
廃
止
す
る
行
動
に
出
ま
し
た
。
こ
の
暴
挙
は
、
住
民
の
激
し
い
抗

議
に
さ
ら
さ
れ
、
当
然
に
も
頓
挫
し
ま
し
た
。
住
民
投
票
を
求
め
る

青
年
た
ち
は
、
実
施
を
求
め
て
石
垣
市
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

■
宮
古
島

　

宮
古
島
に
は
二
〇
二
〇
年
三
月
に
陸
自
地
対
艦
・
地
対
空
ミ
サ
イ

ル
部
隊
八
〇
〇
人
が
宮
古
空
港
の
東
の
千
代
田
地
域
に
配
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
は
住
民
の
激
し
い
反
対
運
動
の
中
、

二
〇
一
九
年
十
月
に
宮
古
島
南
西
端
の
保
良
地
区
に
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
は
保
良
地
区
の
家
々
か
ら
わ
ず
か

二
〇
〇
ｍ
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
来
、
陸
自
の
地
対
艦
・
地
対

空
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
は
全
て
「
地
中
式
弾
薬
庫
」
で
、
住
宅
地
か
ら

離
れ
た
山
中
を
く
り
抜
く
型
式
で
造
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
保
良

地
区
は
危
険
極
ま
り
な
い
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
を
住
宅
地
近
く
に
、
し

か
も
「
地
上
覆
土
式
」
で
造
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
爆
発
力
の
凄
ま

じ
い
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
の
「
地
上
」
設
置
は
、
軍
事
常
識
か
ら
し
て

2021 年 3 月 1 日　自衛隊施設予定地　造成工事着
工後 2 年目　3 月末の造成工事完了は困難な状況

石垣島　平得大俣・陸自基地建設計画地

平得大俣・陸自基地　造成工事中

2020 年 2 月 11 日　「ミサイル基地に市有地売ら
ない！貸さない！」市民ウォーク

2019 年 3 月 1 日　市民連絡会　予定地入口で住
民無視の工事着工に抗議のリレートーク「島の自
然と平和守れ！」と声明採択。100 人参加。（千
葉幹夫氏撮影）

2017 年 1 月 29 日　市民大集会「これでいいのか？
ミサイル基地受け入れ～住民無視の市政をみんな
で考えよう～」開催 ( 総合体育館メインアリーナ
) 約 800 人参加。（八重山毎日新聞提供）

2021 年 8 月石垣島自衛隊ミサイル基地建設工事

弾薬庫建設地　ドローンによる空撮　建設
が進められる 2 棟の弾薬庫。もっとも近
い民家との距離は 250 ｍ

保良　弾薬庫建設地　ドローンによる空撮　
南側にひらけた緩やかな斜面に保良集落の
家々が立ち並ぶ

2021 年 3 月　宮古島・保良ミサイル弾薬庫
2 棟完成。3 棟目が建設予定

保良　弾薬庫訓練場　ミサイル部隊訓練　敷
地内で進められる建設工事と並行して、宮古
島駐屯地部隊は早々に訓練を開始した。高台
でのレーダー展開訓練
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も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
や
ミ
サ
イ
ル
弾
薬

庫
は
、
有
事
の
最
初
の
数
分
間
で
真
っ
先
に
攻
撃
対
象
に
な
る
か
ら

で
す
。
保
良
住
民
に
は
、
敵
の
ミ
サ
イ
ル
が
降
り
注
い
で
く
る
だ
け

で
な
く
、
凄
ま
じ
い
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
の
大
爆
発
が
起
こ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
教
範
『
火
砲
弾
薬
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
及
び
誘
導
弾
』
の

記
述
に
は
、
こ
う
あ
り
ま
す
。「
誘
導
弾
が
火
災
に
遭
遇
し
た
場
合
、

１
㎞
以
上
の
距
離
又
は
遮
蔽
物
の
か
げ
等
に
避
難
（
火
災
か
ら
弾
頭

が
発
火
、
爆
発
等
の
反
応
が
起
こ
る
ま
で
の
時
間
は
約
２
分
間
）」　

宮
古
島
の
場
合
、
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
は
保
良
地
区
の
家
々
か
ら
わ
ず

か
二
〇
〇
ｍ
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
教
範
通
り
な
ら
、
保
良
・

七
又
の
住
民
に
２
分
間
で
一
キ
ロ
以
上
も
逃
げ
ろ
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
弾
体
を
多
数
保
管
す
る
弾
薬
庫
を
、
住
民

居
住
地
近
く
に
造
る
の
は
、
防
衛
省
の
暴
挙
、
住
民
無
視
の
非
常
識
、

非
道
を
認
識
す
べ
き
で
す
。

　

■
沖
縄
本
島

　

沖
縄
本
島
は
、
他
の
南
西
諸
島
へ
の
部
隊
配
備
と
同
時
進
行
で
大

増
強
さ
れ
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
は
二
〇
一
〇
年
に
は
六
三
〇
〇
人

で
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
に
は
九
〇
〇
〇
人
に
増
え
て
い

ま
す
。

　

那
覇
の
陸
自
第
15
混
成
団
は
新
「
防
衛
整
備
計
画
」
で

師
団
に
昇
格
決
定
。
空
自
部
隊
も
南
西
航
空
混
成
団
か
ら

南
西
航
空
方
面
隊
に
昇
格
。
那
覇
基
地
の
Ｆ
15
戦
闘
機
部

隊
は
、
二
倍
の
四
〇
機
態
勢
に
増
強
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
本
島
は
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
配
備
が
計
画
さ

れ
、
新
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
で
、
一
個
中
隊
配
備
が
決

定
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
西
諸
島
で
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

が
完
結
し
ま
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
は
、
南
西
シ
フ
ト
態
勢
下
で
は
、
潜
水
艦

部
隊
が
一
六
隻
か
ら
二
二
隻
態
勢
へ
、
一
個
護
衛
隊
の
増

強
に
よ
り
護
衛
艦
四
七
隻
か
ら
五
四
隻
態
勢
へ
、
イ
ー
ジ

ス
艦
態
勢
は
六
隻
か
ら
八
隻
へ
と
増
強
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮古島上野千代田の陸上自衛隊駐屯地の開設式

宮古島上野千代田の陸上自衛隊駐屯地
宮古島市上野千代田の陸上自衛隊駐屯地。警
備隊、第 7 高射特科群、地対艦ミサイル中隊、
整備部隊の約 700 人の配置が完了

自民党の国防議員連盟や地元の保守勢力が軍
事利用を主張する宮古島市の下地島空港（滑
走路 3,000 メートル）

極東最大の飛行場／米軍嘉手納基地極東最大の飛行場／米軍嘉手納基地

普天間飛行場のオスプレイ群普天間飛行場のオスプレイ群
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ま
た
沖
縄
本
島
に
は
二
〇
機
の
対
潜
哨
戒
機
（
Ｐ–
３
Ｃ
）
が
配

備
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
「
島
嶼
戦
争
」
用
新
型
護
衛
艦
（
３
９
０
０

屯
級
Ｆ
Ｆ
Ｍ
）
が
二
〇
一
八
年
度
か
ら
四
隻
に
、
ま
た
四
年
間
で
八

隻
が
建
造
さ
れ
ま
す
。
機
雷
戦
能
力
を
保
有
し
た
一
〇
〇
〇
ト
ン
級

新
型
哨
戒
艦
も
ま
た
、「
中
期
防
」
期
間
中
に
四
隻
、
二
〇
二
七
年

度
ま
で
に
一
二
隻
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

南
西
シ
フ
ト
態
勢
下
の
新
部
隊
編
成
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
新
防

衛
大
綱
等
で
決
定
し
た
「
い
ず
も
」
型
護
衛
艦
の
空
母
へ
の
改
修
が

決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
な
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
中

期
防
で
は
搭
載
す
る
Ｆ
35
Ｂ
を
二
〇
機
、
新
防
衛
大
綱
で
は
Ｆ
35
Ｂ

を
四
二
機
配
備
を
予
定
。
自
衛
隊
が
戦
後
初
め
て
、
二
個
空
母
部
隊

を
編
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
米
空
母
機
動
部
隊
の
編
成
か
ら
し

て
将
来
は
３
個
空
母
機
動
部
隊
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
い
ず
も
」
型
空
母
の
新
編
成
と
並
ん
で
重
要
な
の
が
、
与

那
国
・
石
垣
・
宮
古
・
南
北
大
東
島
の
民
間
飛
行
場
の
軍
事
基
地
化

で
す
。
元
西
部
方
面
隊
総
監
は
、「
南
西
諸
島
の
約
二
〇
の
民
間
空

港
の
軍
事
基
地
化
」
を
主
張
、南
西
諸
島
の
島
々
の
「
不
沈
空
母
化
」

＝
軍
事
化
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
焦
点
は
、
最
近
も
ま
た
自
民

党
が
提
案
し
、
宮
古
島
の
保
守
勢
力
も
主
張
し
て
い
る
宮
古
島
下
地

島
空
港（
滑
走
路
三
〇
〇
〇
ｍ
）の
軍
事
化
で
す（
18
ペ
ー
ジ
写
真
）。

　

現
在
の
沖
縄
本
島
の
最
大
の
関
心
事
は
、
辺
野
古
基
地
建
設
で
、

辺
野
古
基
地
は
何
の
た
め
に
建
設
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。今
、

普
天
間
基
地
が
町
の
真
ん
中
に
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
数
機
同

時
の
離
発
着
、「
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
」
の
戦
闘
機
の
離
発
着
な
ど
、

も
の
す
ご
い
騒
音
と
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

　

二
〇
〇
四
年
に
、
沖
縄
国
際
大
学
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落
し
ま

し
た
。
危
険
極
ま
り
な
い
の
で
、
一
刻
も
早
く
移
転
さ
せ
な
く
て
は

い
け
な
い
。
当
時
の
総
理
大
臣
橋
本
龍
太
郎
が
、
普
天
間
の
移
設
を

決
め
た
ん
で
す
。
で
も
、
移
設
を
決
め
て
か
ら
何
年
た
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
、
い
つ
の
間
に
か
、
沖
縄
県
内
の
辺
野
古
に
戻
っ
て
し

2023 年度内に勝連分屯地に配備される
予定の 12 式対艦ミサイル

沖縄自衛隊勝連分屯地ゲート沖縄自衛隊勝連分屯地ゲート

40 機態勢となった沖縄空自の F15 戦闘機＊＊

◀︎グアムからの B-1 爆撃機と共同
作戦演習をする韓国 F35 戦闘機
機群。日本の沖縄航空自衛隊も昨
年 2022 年に F15 と B1 の共同作
戦演習を行なっている＊

空母に改装された「いずも」＊空母に改装された「いずも」＊

少しずつ進む辺野古基地建設16 隻から 22 隻態勢となった海自潜水艦＊16 隻から 22 隻態勢となった海自潜水艦＊

＊写真はインターネット画像による
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ま
っ
た
。
辺
野
古
の
海
を
埋
め
立
て
て
基

地
を
建
設
す
る
の
で
、
そ
こ
に
生
息
し
て

い
る
サ
ン
ゴ
を
移
植
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
サ
ン
ゴ
は
移
植
し
た
ら
死
滅
し

て
し
ま
い
ま
す
。
完
全
に
移
植
が
成
功
し

た
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
Ｖ
字
型
の
滑
走
路
に
つ
い
て
元

ジ
ェ
ッ
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
「
風
の
向
き
に

よ
っ
て
、
あ
る
時
は
、
こ
っ
ち
に
着
陸
し

て
、
あ
る
時
は
こ
っ
ち
か
ら
出
て
行
っ
て
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の

か
」
と
聞
く
と
、「
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　

埋
め
立
て
で
な
く
、
い
つ
で
も
ま
た
撤
去
で
き
る
洋
上
フ
ロ
ー
ト

案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
埋
め
立
て
工
法
に
な
り
ま
し
た
。
辺
野

古
湾
は
、
ほ
と
ん
ど
が
五
～
六
ｍ
ほ
ど
の
浅
瀬
が
続
い
て
い
る
の

で
、
埋
め
立
て
は
割
と
簡
単
で
す
が
、
Ｖ
字
型
の
分
か
れ
る
あ
た
り

か
ら
急
に
海
底
が
七
〇
ｍ
く
ら
い
に
深
く
な
り
、
そ
の
下
に
軟
弱
地

盤
が
あ
る
た
め
、
九
〇
ｍ
く
ら
い
を
し
っ
か
り
と
固
め
な
い
こ
と
に

は
滑
走
路
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
固
め
る
た
め
に
は
「
サ
ン
ド
パ

イ
ル
」
と
い
っ
て
、
砂
杭
を
打
ち
込
み
地
盤
改
良
工
事
を
行
う
。
そ

の
砂
の
杭
本
数
は
七
万
七
千
本
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

七
〇
メ
ー
ト
ル
よ
り
深
い
施
工
技
術
は
今
の
と
こ
ろ
な
く
、
施
工
限

界
で
す
。
で
、
全
部
う
ま
く
い
っ
た
と
し
て
一
二
年
か
か
り
、
費
用

も
県
の
試
算
で
、
二
兆
四
千
億
か
か
る
。
そ
ん
な
工
事
を
本
当
に
や

る
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
以
前
の
計
画
で
は
浅
瀬
部
分
だ
け

で
滑
走
路
の
長
さ
は
十
分
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

の
政
府
監
査
院
（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
、
国
連
軍
と
一
緒
に
使
う
以
上
は

も
っ
と
距
離
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
実
際
は
米
軍

が
使
用
す
る
の
で
す
が
。
日
本
政
府
も
ア
メ
リ
カ
軍
も
共
に
地
獄
の

海
へ
脚
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
あ
の

辺
は
活
断
層
が
東
西
に
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
断
層
の
間
に
弾
薬

庫
が
あ
り
ま
す
。
弾
薬
庫
に
一
体
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
？　

核
な

の
か
？　

核
を
隠
し
て
い
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
昔
は
確
実
に
核
が

あ
り
ま
し
た
。
今
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
か
な
い
か
を
分

か
ら
な
く
し
て
お
く
の
が
一
番
の
戦
略
ら
し
い
で
す
。　

　

■
奄
美
大
島

　

奄
美
大
島
に
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
地
対
艦
・
地
対
空
ミ
サ
イ

ル
部
隊
と
警
備
部
隊
が
島
内
三
カ
所
に
、
計
五
五
〇
人
規
模
で
配
備

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
空
自
の
移
動
警
戒
隊
と
空
自
通
信
基

地
が
造
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
で
驚
く
べ
き
は
そ
の
規
模
で
す
。
奄
美
駐
屯

地
（
大
熊
地
区
）
の
敷
地
面
積
は
、
約
五
一
㌶
、
奄
美
駐
屯
地
瀬
戸

内
分
屯
地
（
瀬
戸
内
町
）
は
約
四
八
㌶
（
石
垣
島
基
地
の
約
２
倍
／

宮
古
島
基
地
の
約
２
・
５
倍
）
で
、
同
地
区
に
は
巨
大
弾
薬
庫
（
約

三
一
㌶
）
が
建
設
中
。
山
中
に
造
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
五
本
の
ミ
サ
イ

ル
弾
薬
庫
は
、
一
本
が
約
二
五
〇
ｍ
の
長
さ
の
巨
大
な
地
中
式
弾
薬

庫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
本
目
が
完
成
し
、三
本
目
を
工
事
中
で
す
。

　

奄
美
大
島
の
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
は
、奄
美
―
―
馬
毛
島
（
種
子
島
）

の
島
々
な
ど
南
西
シ
フ
ト
態
勢
下
の
、
沖
縄
本
島
―
―
先
島
諸
島
の

有
事
へ
の
一
大
兵
站
拠
点
・
機
動
展
開
拠
点
・
訓
練
演
習
拠
点
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
奄
美
の
瀬
戸
内
町
弾
薬
庫
は
、
南
西
諸
島
の
有

事
へ
の
、
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
の
補
給
・
兵
站
拠
点
と
し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

奄
美
大
島
へ
の
陸
上
自
衛
隊
基
地
配
備
の
経
緯
は
、「
戦
争
の
た

め
の
自
衛
隊
配
備
に
反
対
す
る
奄
美
ネ
ッ
ト
」（
代
表
／
城
村
典
文
）

に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
す
。

　

二
〇
一
四
年
五
月
に
防
衛
副
大
臣
が
奄
美
市
と
瀬
戸
内
町
を
訪
れ
、

奄
美
大
島
北
部
・
南
部
に
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
を
二
つ
建
設
し
た
い

と
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。
即
座
に
住
民
は
市
民
組
織
「
戦
争
の
た

め
の
自
衛
隊
配
備
に
反
対
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
誘
致
反
対
署
名

活
動
や
首
長
要
請
行
動
や
議
会
陳
情
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
防
衛
省
は
地
元
商
工
会
は
じ
め
保
守
系
民
間
団
体
の
誘

致
要
望
書
や
保
守
系
議
員
が
圧
倒
的
に
多
い
議
会
の
誘
致
決
議
を
民

意
と
受
け
取
り
、
配
備
を
決
定
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

北
部
の
奄
美
駐
屯
地
の
説
明
会
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
地
元
集

落
で
行
っ
た
一
度
き
り
で
す
。
そ
の
時
初
め
て
防
衛
省
は
、
北
部
に

2019 年２月 10 日、完成間近。貯水池が三箇所設置されてい
る。工事に伴う赤土流出対策には万全を期していると説明

2019 年 2 月 3 日、瀬戸内分屯地Ｂ地区。手前にトンネ
ル式弾薬庫（１本が１，０００㎡×５本）が掘られる予
定です。現在は２本目を採掘中とのこと

奄美　駐屯地建設　　防衛省情報公開文書より

辺野古基地建設反対運動

沖縄／南西諸島　急激に進むミサイル基地化
　　　　　　　　　　　　　――本土も組み込まれる列島ミサイル・ライン DOCUMENT
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は
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
、
南
部
に
は
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配
備
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

南
部
の
瀬
戸
内
分
屯
地
の
説
明
会
も
近
隣

集
落
だ
け
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
団
体

は
、「
説
明
会
は
奄
美
大
島
全
市
町
村
で
行

な
い
、
誘
致
の
是
非
に
つ
い
て
は
住
民
投
票

が
必
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
も
無
視
さ
れ
、
奄
美
駐
屯
地

の
建
設
工
事
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
頃
か
ら

始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
防
衛
省
は
当
初

基
地
の
広
さ
を
二
八
㌶
と
申
請
し
た
の
に
、

五
一
㌶
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
駐
屯

地
も
二
〇
㌶
が
四
八
㌶
に
拡
大
し
ま
し
た
。
野
鳥
の
繁
殖
期
に
イ
タ

ジ
イ
の
深
い
森
を
伐
採
破
壊
し
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
が
環
境
保
全
対
策
と
し
て
実
施
し
た
「
環
境
調
査
」
の
開

示
請
求
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
天
然
記
念
物
等
の
貴
重
生
物
の
生
存
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
遺
産
の
シ
ン
ボ
ル
「
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
」
が
、
奄
美
駐
屯
地
予
定
地
に
は
成
体
一
羽
、
瀬
戸
内
分
屯

地
に
は
成
体
一
五
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
体
は
巣
穴
暮
ら
し

で
す
の
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
個
体
数
は
黒
塗
り
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
鹿
児
島
地
裁
名
瀬
支
部
に
、

二
つ
の
自
衛
隊
基
地
建
設
に
つ
い
て「
工
事
差
し
止
め
仮
処
分
訴
訟
」

を
申
し
立
て
ま
し
た
。
訴
訟
事
項
は
「
平
和
的
生
存
権
」「
自
然
享

受
権
」「
人
格
権
（
電
磁
波
に
よ
る
身
体
影
響
）」
で
争
い
ま
し
た
。

し
か
し
裁
判
官
は
、
い
ず
れ
も
国
の
主
張
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
却
下

を
判
決
し
ま
し
た
。

　

環
境
対
策
訴
訟
審
尋
で
、防
衛
省
は
、「
訓
練
は
基
地
内
で
行
な
う
」

「
自
然
環
境
対
策
も
十
二
分
に
行
っ
て
い
る
」「
ミ
サ
イ
ル
発
射
用
標

定
レ
ー
ダ
ー
は
、
有
事
も
十
二
分
に
行
っ
て
い
る
」「
ミ
サ
イ
ル
発

射
用
標
定
レ
ー
ダ
ー
は
、
有
事
に
外
部
か
ら
運
び
入
れ
る
」
な
ど
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
三
月
二
六
日
駐
屯
地
開
所
後
、
早
速
七
月
に
は
東
北

地
区
第
６
師
団
と
の
転
地
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
九
月
に
は
、

離
島
で
初
め
て
の
日
米
合
同
訓
練
が
奄
美
駐
屯
地
内
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
ミ
サ
イ
ル
防
御
訓
練
で
し
た
。
二
〇
二
〇
年
一
月

に
は
、
児
童
生
徒
の
登
校
時
間
帯
に
、
小
銃
を
携
行
し
た
一
〇
〇
名

隊
列
に
よ
る
三
〇
㎞
行
軍
訓
練
が
、駐
屯
地
外
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
配
備
に
つ
い
て
防
衛
省
は
、「
安
全
保
障
政
策
は
国
の
専

権
事
項
で
あ
る
」
と
し
て
、
行
政
機
関
に
圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
民
意
を
得
た
と
い
う
口
実
に
、
地
元
商
工
会
議
を
は
じ
め
と
す

る
官
制
団
体
等
の
誘
致
要
望
書
な
ど
を
取
り
付
け
る
姑
息
な
手
段
を

用
い
て
い
ま
す
。

　

奄
美
大
島
を
は
じ
め
、
南
西
諸
島
の
各
島
々
が
民
主
的
手
続
き
を

欠
い
た
国
の
防
衛
政
策
の
餌
食
に
な
り
、
知
ら
な
い
間
に
戦
争
の
で

き
る
国
の
防
人
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

■
馬ま

げ毛
島

　

鹿
児
島
か
ら
す
ぐ
南
の
種た

ね
が
し
ま

子
島
の
沖
一
二
㎞
の
所
に
馬
毛
島
と
い

う
小
さ
な
島
が
あ
り
ま
す
。
今
、
こ
の
島
が
「
自
衛
隊
史
上
最
大
の

航
空
基
地
」
と
し
て
造
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
文
字
通
り
の
「
要

塞
島
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
強
調
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
西
誠
氏
は
共
著
『
虚
構
の
新
冷
戦 
日
米

軍
事
一
体
化
と
敵
基
地
攻
撃
論
』（
芙
蓉
書
房
出
版
）
の
中
で
、「
ミ

サ
イ
ル
要
塞
化
が
進
む
南
西
諸
島
」
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
島
は
、
南
西
諸
島
防
衛
の
陸
海
空
自
統
合
運
用
・
後
方
支
援

拠
点
と
さ
れ
、「
自
衛
隊
史
上
最
大
の
航
空
基
地
」「
要
塞
島
」
と
し

て
軍
事
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
米
軍
の
空
母
艦
載

機
着
陸
訓
練
基
地
」
と
だ
け
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
防
衛
省
サ
イ

2019 年３月 23 日、瀬戸内分屯地の運動場には、2019 年３月 23 日、瀬戸内分屯地の運動場には、
地対艦ミサイルＳＳＭと発射装置本体が並んで地対艦ミサイルＳＳＭと発射装置本体が並んで
います。まだ、Ｂ地区の弾薬庫は完成していないます。まだ、Ｂ地区の弾薬庫は完成していな
いい

2020 年６月８日、二つの駐屯地の開所後、
米軍機オスプレイの飛来回数が増えている。
昼、夜二回、水曜、木曜の訓練が多い。送電
線の鉄塔の上を乱舞するオスプレイ４機

米軍機Ｃ -130 輸送機の低空飛行訓練が 20192019
年から頻繁に行われるようになった。人口３万
の奄美市街地上空もコースに含まれている

2021 年 7 月 6 日　奄美大島、陸自瀬戸内分屯地
の基地建設工事現場。写真右側にトンネル式のミ
サイル弾薬庫の入口が見える。奥間政則氏撮影

奥間政則氏撮影

陸上自衛隊奄美駐屯地の開設式

沖縄／南西諸島　急激に進むミサイル基地化
　　　　　　　　　　　　　――本土も組み込まれる列島ミサイル・ライン
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ト
や
西
之
表
市
サ
イ
ト
で
も
「
他
の
地
域
か
ら
南
西
地
域
へ
の
展
開

訓
練
施
設
、
島
嶼
部
攻
撃
等
に
際
し
て
人
員
・
装
備
の
集
結
・
展
開

拠
点
と
し
て
活
用
、
島
嶼
部
へ
の
上
陸
・
対
処
訓
練
施
設
」
と
あ
り
、

自
衛
隊
の
南
西
シ
フ
ト
の
重
要
拠
点
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
二
〇
一
一
年
の
２
プ
ラ
ス
２
（
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
）
で
は
「
南
西
地
域
に
お
け
る
防
衛
態
勢
充
実
の
観
点
か

ら
（
略
）、
通
常
の
訓
練
等
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
併
せ
て
米
軍
の

空
母
艦
載
機
離
発
着
訓
練
の
恒
久
的
な
施
設
と
し
て
使
用
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
西
誠
氏
請
求
の
情
報
公
開
文
書
で
も
統
合
運
用

上
の
馬
毛
島
の
価
値
」
と
し
て
「
南
西
諸
島
防
衛
の
後
方
拠
点
（
中

継
基
地
）」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
「
統
合
運
用
」
と
は
陸
海
空
三
自
衛
隊
の
統
合
化
さ
れ
た

運
用
の
こ
と
で
す
。
運
用
概
要
は
黒
塗
り
で
隠
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
南
西
シ
フ
ト
態
勢
下
の
『
重
要
集
積
拠
点
』
＝
兵
站
拠
点
、
お

よ
び
『
機
動
展
開
拠
点
』（
中
継
基
地
）」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
同
時
に
「
統
合
運
用
上
の
馬
毛
島
の
価
値
」
と
し
て
「
島

嶼
部
侵
攻
対
処
を
想
定
し
た
訓
練
施
設
」と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
戦
運
用
概
要
は
「
着
上
陸
訓
練
等
」「
戦
闘
機
展
開
、
輸
送
機

に
よ
る
輸
送
訓
練
等
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
着
上
陸
訓
練
」

と
は
、
水
陸
機
動
団
を
中
心
と
す
る
「
島
嶼
奪
回
」
な
ど
の
敵
地

上
陸
訓
練
で
あ
り
、
輸
送
艦
、
輸
送
機
に
よ
る
訓
練
拠
点
に
も
使

用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
わ
ざ
わ
ざ
「
戦
闘
機
展
開
」
と
明
記
し
、
空
自
戦
闘
機
Ｆ

35
な
ど
が
訓
練
・
演
習
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
南
西
シ
フ
ト
態
勢

下
の
発
進
拠
点
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
二
つ
以
上
の
滑
走
路
を
建
設
予
定
の
馬
毛
島
は
、

「
自
衛
隊
史
上
最
大
の
航
空
基
地
」
と
し
て
造
ら
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
文
字
通
り
の
「
要
塞
島
」
と
し
て
大
変
貌
し
て
い
る
の
で
す
。

　

■
南
西
諸
島
・
日
本
列
島
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
の
危
険
性

　

岩
屋
防
衛
大
臣
は
す
で
に
「
南
西
諸
島
は
本
土
防
衛
の
最
前
線
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
本
土
防
衛
の
捨
て
石
に
な
れ
」
と
い

う
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
南
西
シ
フ
ト
は
、
日
本
に
中
国
を
抑

え
込
ん
で
も
ら
い
た
い
米
国
と
、
南
西
諸
島
に
気
を
取
ら
せ
て
本
土

を
防
衛
し
た
い
日
本
政
府
と
の
合
作
と
も
言
え
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ
れ
で
南
西
諸
島
は
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
和
な
島
々
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
は
、
軍
事
基
地
化
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
安
穏
と
自
然
が
失
わ
れ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
敵
ミ
サ
イ
ル
の
攻
撃
に
よ
っ
て
死
の
危
険
と
壊
滅

に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
安
全
保
障
は
む
し
ろ
壊
滅
の
危

機
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
は
、
よ
く
そ
の
背
後
の
力
を
探
っ
て
み
れ
ば
、
日

本
列
島
そ
の
も
の
が
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
国
・
北
朝
鮮
包
囲
ミ
サ
イ
ル
網
は
、
む
し
ろ
日
本
列
島
を
主
軸

に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
列
島
全
体
が
ミ
サ
イ
ル
基
地

化
さ
れ
て
い
く
現
実
を
熟
慮
す
べ
き
で
す
。
北
朝
鮮
は
む
し
ろ
本

州
の
方
が
近
い
位
置
に
あ
り
、
そ
の
ミ
サ
イ
ル
網
も
整
え
ら
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。
青
森
県
三
沢
基
地
も
、
東
京
の
横
田
基
地
も
、

神
奈
川
の
厚
木
、
横
須
賀
基
地
も
、
九
州
の
佐
世
保
基
地
も
、
皆

政府が 160 億円の巨額で購入を計画、すでに
買収が始まっている。米軍、自衛隊の軍事基地
化に地元が猛反発している馬毛島

写真提供／小西誠　奥間政則
　　　　　沖縄写真連盟会長 大城信吉
南西諸島各地で基地反対の最前線に立つ皆様より
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こ
の
対
北
朝
鮮
・
中
国
の
シ
フ
ト
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
き
、
原
子
力
発
電
所
を
は
じ
め
、
真
っ
先
に
大
陸
か
ら
の
ミ
サ
イ

ル
が
標
的
に
す
る
の
は
ど
こ
か
、
冷
静
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
沖
縄
を
含
む
南
西
諸
島
に
、
五
〇
〇
〇
㎞

の
射
程
を
持
つ
超
高
速
ミ
サ
イ
ル
が
米
軍
の
促
し
に
よ
っ
て
配
備
さ

れ
る
と
き
、
こ
れ
が
中
国
ウ
イ
グ
ル
地
区
に
あ
る
五
〇
〇
基
の
大
陸

間
核
弾
道
弾
基
地
に
向
け
ら
れ
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
自
ら
危
機
と
壊
滅
の
道
に
赴
こ
う
と
す
る
こ
の
状
況

を
、
沖
縄
・
南
西
諸
島
の
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
国
民
一
人
一
人
が
し

っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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